
 
 
 

2.3 ｢若手ES合宿｣の内容 
 ｢若手ES合宿｣の内容は，以下の二つである。 
(1)社内の仕組みやルールの現状理解と意見交換 
(2)グループワーク 
(1)では，あらゆる視点で会社を再認識してもらうため，

会社のビジョンやミッション，ES満足度調査結果の説明，

働き方改革の現状と世の中の流れ，統計に基づいたプロ

ジェクトの現状を，それぞれ主管する部門の部長から説

明し，若手と意見･疑問を共有した。意見交換は予定時間

をオーバーするほど活発に行った。 
(2)では(1)を理解した上で，会社に対する各自の考えと，

改善箇所，その改善提案を纏めて，｢ワールド･カフェ形

式｣でグループワークを行った。時間を区切ってグループ

を再編し，より多くのメンバと意見交換する中で，他部

門のメンバの仕事や考え方にも刺激を受けた。 

 

3. ｢若手ES合宿｣の結果 

 グループワークで出た要望の一部は以下の通り。 
･働き方･働きがい改革を背景とした事業ポートフォリ

オ改革に対する本部－部－課－個人の関係性の明確化 
･働き方改革について，若手を含め部門全員で協議した

上での目標の全体共有やアクションプランの具体化 
･事業化起案のハードルを見直し，部門を跨いでアイデ

アを共有し，調査･研究できるような仕掛け作り 
･新技術や新分野の部署･プロジェクトの支援･紹介 
･若手だけの発言できる場の設置 
･業務に拘らない，自由な会話の時間の醸成 
これら要望を分類分けして整理すると，下記(1)～(5)に
大別でき，当初想定していたプロジェクト内で改善す

べき事項だけに留まらず，全社横断的な要望(下記(2)～
(4))や，自部門の運営に関する要望(下記(1),(5))も出て

いた。 
(1)部門方針を"一緒に検討する"機会の醸成 
(2)業務効率化の推進 
(3)新事業チャレンジのサポート 
(4)若手同士でディスカッションする場の創出 
(5)現場上長への進言 

また，後日参加したファシリテータで，グループワーク

で出た要望の背景を掘り下げてみると，総じて若手のES
が低迷しているのは， 
･自主的な活動を行いたいという渇望 
･意見の発信や，いろいろな機会を得たいという欲求が

十分に発揮できる機会や場所がないということが結

果的に不満となって現れているものだとわかった。な

お，｢若手ES合宿｣自体のアンケート結果は図2の通り

であり，参加者平均評価は6段階で5.4と，高評価だっ

たと言える。 
 

4. 今後について 

｢若手 ES 合宿｣で出た要望については，それらを掘り

下げ，改善施策を検討・立案していくため，ワーキング

グループを設置する予定である('19/8 現在)。このワーキ

ンググループには，｢若手 ES 合宿｣に参加した若手メン

バだけでなく社内有識者等も加え，最善の施策を検討で

きる体制を構築している(図 3)。さらに，参加者アンケー

トの結果，｢若手 ES 合宿｣継続の強い要望もあり，合宿

は今後も継続していく。 
 

5. おわりに 

ES低下の要因を探るべく実施した｢若手ES合宿｣にお

いて，社員の要望の一端が明らかになった。この活動を

一過性のものにせず，さらに発展させていくことでES向
上によるPJ運営品質の向上を図っていく。 
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図 3 ワーキンググループの体制 

図 2 参加者アンケートの結果 

■こんなお悩みありませんか？
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